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日々の業務たいへんお疲れさまです。

今回の「2022年12月賞与」の限定メンバー

ズVOICEに出席いただいた皆さま、ありがとう

ございました。

11月21日（月）支部大会を経て、同日に労

使協議会を開催し、2022年12月賞与について

要求を行いました。

即日、会社より満額回答をいただきました。

開催日時：11月21日15:00～

開催場所：日本橋SDビル8階

参加者

（会社）飯沼・小菅・宮嶋 (敬称略)

（組合）田中・池田

労使協議会での主なやりとり

①限定メンバーズVOICE、支部大会報告

②賃金要求 ③会社回答

④組合回答受諾コメント ⑤会社コメント

●限定メンバーズVOICE、支部大会報告＜池田書記長＞
・2022年12月賞与要求案については、11月21日開催の支部大会において満場一致で可決しました。

寄せられたメンバーの声をお伝えします。

●限定メンバーズVOICE・支部大会での12月賞与についての主なメンバーの声
・このような状況では賞与の減額は致し方ないと思います。賞与が出ることはありがたく、減額につ

いては仕方がないと受け止めています。

・業績から見れば、今回の賞与も減額は致し方ないと思います。業績が回復した折には、賞与の加算

を期待して、業務に邁進するのみと思っています。

・減額は仕方がないと理解していますが、物価が上がり、生活も苦しくなる現状では、皆のモチベー

ションについても心配に思っています。

・今の厳しい状況を乗り越えるために、賞与以外にも、あらゆる手段を尽くして、皆で頑張るべきだ

と思います。

飯沼社長
回答書を受け取る
田中執行委員長

●12月賞与以外のメンバーの声と組合の認識
・今回の限定メンバーズVOICEでは、「企業の現状や今後の方針について理解はしつつも、現場の具

体的な行動においてイメージがついていない現状」や「業務の中で議論を行う重要性」「成功体験を

感じる機会が少ない現状」「コミュニケーションの課題」などのご意見も伺いました。

・賞与以外に届けていただいたメンバーの声一つ一つが、重要なご意見であり、これらも踏まえて今後

も活動を行っていきます。企業風土の改善として、今後も労使で議論していきたいと思います。



●組合回答受諾を受けての会社コメント＜飯沼社長＞
⚫ 前回の6月の賞与については、前体制での妥結を尊重しましたので、今回が現体制で判断した初め

ての賞与になります。今回は、三越伊勢丹グループの水準、旅行業界の水準、３期連続赤字見込み

という状況、現在の会社の立ち位置などを踏まえて交渉に臨みました。

⚫ 賞与交渉に臨むにあたり、会社として大事にすることは何かと考えました。「お客様に満足しても

らうこと」「お客様の笑顔を見ること」「利益を出すこと」「企業として成長すること」など、い

ろいろありますが、従業員の雇用を守ること以上に大事なことはないと思っております。

⚫ 今後の賞与全体を考えるためには、人事賃金制度の本質的な考え方・理論を整理することが必要だ

と考えております。

⚫ 今回の12月賞与に関して、従業員の皆さまにご理解いただけて、たいへんありがたく思っていま

す。今後も、我々が何をすべきかを考え取り組んでいきたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。

●組合回答受諾コメント＜田中支部執行委員長＞
⚫ 労使協議会に当たり、一言申上げます。

今回の賞与要求は、三越伊勢丹ニッコウトラベルの業績を踏まえ、厳しい減額の対応となりました。

⚫ 事業としては、海外ツアーの催行が再開されましたが、お客さまのマインドはまだ戻っていないな

ど、想定以上の苦戦が続いており、企業を取り巻く環境は厳しい状況であると捉えています。

⚫ 一方で、そのような中においても、メンバーは、少しでも業績を上げ、成果を伸ばそうと、日々業

務に取り組んでいます。

⚫ 次の6月の賞与交渉に向けては、この先の業績推移や、取り巻く環境の状況や変化などを十分に確

認し、それらを踏まえつつも、メンバーへの影響やモチベーションなども考慮した交渉を組合とし

ては考えております。本日はありがとうございました。
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組合からのお知らせ


